
柳田邦男氏講演会「あなたは人生にどんな答えを出すのか」開催報告 
平成２４年１２月６日（木）１７：００～１９：００ 

医学部臨床講義棟２階講義室 

１９３６年栃木県鹿沼市生まれ。ＮＨＫ記者時代１９７２年「マッハの恐怖」で第３回大宅壮一ノン

フィクション賞受賞。作家として現代人の「いのちの危機」をテーマに、戦争、災害、事故、公害、

病気などのドキュメント作品や評論を書き続けている。１９９５年第４３回菊池寛賞受賞。医療事

故、生と死、心の危機、言葉の危機、少年問題、子どもの絵本と読書、心の再生などについて積

極的に発言している。 

講師紹介 

主催 医学部・医学部ＦＤ委員会・男女共同参画推進室 

 到着時刻の関係で、１７時１５分開催の講演会でしたが、参加者は１３２名と大変にぎわいました。

医学部ＦＤとして位置づけたため、医学部・附属病院から１２４名、その他から５名(男性４４名女性８

８名）参加しました。制服姿の看護師の皆さんも仕事の合間を縫って、たくさん参加されました。 

 森医学部長の開会の挨拶、清水教授の講師紹介の後、「人間性豊かな職業人としての医療人の

あり方をぜひ伝えたい」という熱い思いを込めた柳田邦男氏の講演が始まりました。  

 東北でがんを抱えながらも在宅医療と被災者支援に生き、最後まで自分らしく生きることを実践し

た岡部武医師。１４歳の時、医療事故で意識不明になり、五十音表で言語を取り戻し、ボランティア

に支えられながら大学院進学まで果たした天畠大輔君。７歳の時、不発弾の事故で両目両腕を失

い、１３年社会に置き去りにされ、入院先の看護師が読み聞かせてくれた本との出会いで、向学心

に目覚め、教員資格を取り教員の道を開いた藤野高明さん。人は何

のために生きるのか？の問いに対して、「夜と霧」の著者ヴィクトー

ル・フランクルの「われわれが人生の意味を問うのでなく、われわれ

が問われた存在なのである」という意味深い言葉を紹介し、どんな状

況であろうと高い精神性で生き延びていく人間の崇高な生き方につ

いて示されました。最愛の夫の亡き後も原発事故の起こった福島で

生き、著書「福島、飯館、それでも世界は美しい」を書き上げた小林

麻里さん。 其々の人生を介して、お話は深まっていきました。 

  「２．５人称の視点」は、医療従事者の参加者には感慨深いもの

だったようです。自分の死は１人称、連れ合いの死は２人称、職業人

の出遭う死は３人称。 「乾いた３人称の視点」から「潤いのある２．５

人称」の視点への転換、そういう心掛けを持つことが求められる。人

を支える時にちょっと配慮する、それは小さな行為だけれど、相手の

人生を大きく変えることがある。その行為が人を生き直させることに

つながることもあると日常のケアの在り方についてまとめられまし

た。  

  「人間は物語らなければわからない」という河合隼雄

氏の言葉にどおりに、 クライエントの人生の文脈の中で、

生きる意味を浮き上がらせることができる、暖かな専門家

としてのかかわりをぜひともめざして行きたいものです。 

 参加者からは、「生きる意味を考えさせられた」「心に沁

みた」「感動した」等、大変好評でした。「もっと長い時間お話を聴きたかった」「学生を参加

させるべき」など、積極的な意見も多く見受けられました。 

 最後に、附属病院千田病院長からお礼のお言葉があり、男女共同参画推進室員窪田室

員より花束贈呈、柳田邦男氏からお礼にと著書の贈呈のうれしいサプライズもありました。 

 多様な生き方に触れ、答を出していくという今回の講演はダイバーシティそのものでした。 
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千田病院長から閉会の挨拶 窪田先生から花束贈呈 
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